
 

 
 
 

令和 3年度（2021-2022）10月 商工会常任委員会 議事録 

  開催日時： 2021年 10月 27日（水） AM配信 

  開催形式： メールによる書面決議 

  参加対象：  常任委員 110名 

議事担当： 酒井一宏 幹事 

 

COVID-19感染拡大の状況を鑑み、当委員会はメールによる書面決議の形式にて開催された。決議事項について「反

対」、もしくは質問のある方は 11月 4日を締め切りとして受付け、期限までに連絡のない方については「賛成」として採決

を行った。 

 

１． 幹事報告 （酒井一宏 幹事） 

＊新理事委員の紹介  

本年度の理事委員会を構成するメンバーとして、名誉会長（総領事）、役員（7名）、特命理事（4名）、常設委員長（6名）、  

常設部会長（5名）、事務局長の紹介があった。詳細は、商工会ホームページ掲載の組織図参照。 

  

２．会計報告 （沖 隆士 会計幹事） 

①JBAH 2020-2021年度決算案、及び 2021-2022年度予算案について 【承認事項】 

添付資料②に基づき、2020-2021 年度決算は約$68,000 の黒字収支、2021-2022 年度予算については約$3,000 の黒字

収支を見込んでいる。2020-2021 年度決算は、新型コロナウイルス（以下、COVID-19）の感染が継続していることに伴う各

種イベントの中止や Virtual 運営により、多額の利益方向の予実差異が生じる結果となった。2021-2022 年度予算の策定

にあたっては、前年度から引き続き、COVID-19 の感染状況が許す範囲で各種イベントの開催や対面での運営再開に努

めることを前提に、COVID-19 の影響を受けていない平常時予算をベースとしながら、正団体会員数の減少や人件費の

増加といった当年度に見込まれる変化を織り込んでいる。 
 

②JBAHF 2020-2021年度決算案、及び 2021-2022年度予算案について 

同ファウンデーションの収入は主に会員による寄付で成り立っている一方、支出は主に補習校、そして依頼状を受領した

地元の病院や学校など地域コミュニティーへの寄付金となっている。当初約 4 千ドルの黒字予算を組んでいたが、他団体

からの寄付依頼の減少などにより約 7 千ドルの収支結果となった。また、2021 年 2 月の寒波による被害発生を受けて、商

工会会員から寄せられた寄付金（$27,500）を Houston Harris County Winter Storm Relief Fundに寄付した。新年度につい

ては、現時点においては過年度から継続している寄付以外は予定しておらず、約 4 千ドルの黒字予算とする。当該決算

案と予算案の承認については、後日、ファウンデーションの役員（JBAH役員が兼任）が書面決議を行う予定。 

 

３．他団体・日本庭園関連報告（名川 譲 特命理事） 

ヒューストン日米協会は、11月 2日に 53周年記念 GALA”BASH” をHouston Rockets の本拠地である Houston Toyota 

Center にて開催する。冨田 浩司特命全権大使がトーマス・シーファー・リーダーシップ賞を、 Mr. Armando Perez 

（Executive Vice President for H-E-B Houston）がヒューストン・日本フレンドシップ賞を受賞する予定である。詳細について

は日米協会のサイトをご参照の上、多くの皆様のご参加とご支援をお願い申し上げる。 

 

４．事務局連絡 （小林浩子 事務局長） 

①2021-2022年度行事スケジュール  

今年度の行事・会議開催予定日等を商工会ホームページに掲載している。COVID-19の感染拡大の影響で、まだ保留と

なっているイベント等も多くあるが、日程が確定次第随時アップデートしていくので、ご確認いただきたい。 
 

②会員名簿の電子化について  
今年度の名簿作成に向け、8月から 9月にかけて名簿についてのアンケートを実施した。その結果に基づき、今年度の名

簿改訂については、電子化した会員名簿を商工会ホームページの「会員専用ページ」に掲載し、記載内容については現

状維持で進めることとする。電子ファイルの掲載にあたりパスワードを設定するなどのセキュリティー対策を行い、会員の氏

https://www.jas-hou.org/jash-bash-intro-2021


名以外の個人情報（メールアドレスと電話番号）についての掲載は、従来通り任意とする。尚、電子化に伴い、広告の掲載

は当面廃止とする。 
  

③会員消息  

本日現在の会員数は、 名誉会員 9 名、正個人会員 730 名（正団体会員数：110 社）、準会員 43 名で、総会員数は 782

名となっている。9月末付で、正団体会員のWillis Towers Watson、準会員の加藤久幸氏（Japan Auto Services）、シュウ・

ジョー氏（同社）、ユン・ヨンジュン氏（同社）、ハスラー・満華氏（Mika Hasler Competition）が退会することとなった。 

以上。 

 

 

 

令和 3年度（2021-2022）商工会年次総会 議事録 

開催日時： 2021年 10月 27日（水）15:00～15:50 

開催形式： ZoomによるWeb会議 

参 加 者： 50名  

（名誉会会長代理 1名、常任委員 41名、正個人会員 4名、準会員 3名、事務局長 1名） 

司 会 者： 酒井一宏 幹事 

 

１．商工会会長挨拶 （川上篤樹 会長） 

①本日の総会の場をお借りして、総領事館を始め会員の皆様には常日頃からの本会へのご支援、また諸活動へのご参

加につき、改めて厚く御礼申し上げる。先月末をもって令和二年度の活動は終了し、前年度の理事委員の皆様におかれ

ては、コロナ禍のなか商工会の運営、職務の遂行にご尽力賜り、深謝申し上げる。 

②今月 1日より商工会の新年度がスタートし、設立 54年目を迎えた。1967年にヒューストン貿易懇話会として設立された

際には、加盟企業 15社、会員総数 56名だったが、現在では加盟企業 110社、総会員数 782名まで成長・拡大してい

る。この機会に改めて、当商工会の設立目的・原点である（１）日米間の親善・貿易・通商の促進 （２）日系企業間の相互

援助・親交 （3）日本語補習校の運営母体、に立ち返り、活動の充実化を図っていければと考えている。本年度の理事委

員には、ご多忙の中お役目を引き受けていただき感謝申し上げる。今年度も皆様と共に商工会活動を盛り上げて参りた

く、ご指導ご支援のほどを何卒よろしくお願い申し上げる。 

③ハリス郡の新規感染者数は、過去一ヶ月間、順調に減少しているが、中国、ロシア、そして欧州の一部では再拡大の兆

しが見え、今後については未だに不透明である。加えて、気候変動対応の大きな流れ、その構造的課題とも言えるエネル

ギー不足の発生、様々なサプライチェーンのひっ迫、中国と欧米、民主主義国家との摩擦など、我々を取り巻く環境は従

来以上に不透明さや不確実性が高まっている。そのような中、我々商工会としてどのような役割が果たせるのか、皆様と一

緒に考えていきたい。ヒューストンコミュニティとのパートナーシップを強化し、商工会並びに皆様方の益々の発展に少しで

も寄与することができればと願っている。また、現在 450名の生徒が通う補習校については、将来を担う子供たちの成長た

めに、商工会としても積極的に支援を行っていきたい。 

 

２．総領事館連絡 （佐川昌也 首席領事） 

①福島総領事は、3年 3 ヶ月のヒューストン勤務を終えて、10月 10日に帰国した。後任として、10月 18日に村林弘文総

領事が発令となっており、11月 23日に東京からヒューストンに到着する予定となっている。 

②この一年あまり、新型コロナウイルスの感染拡大により、総領事館の活動やイベントも大きく制約を受けてきた。しかしな

がら、最近の感染状況の改善を受け、10 月から多くの対面イベントが復活してきており、私も総領事代理としていろいろ参

加してきている。この状況が続けば、総領事館としても、今年は開催できなかった 1 月の新年会と 2 月の天皇誕生日祝賀

レセプションを来年は是非開催したいと思っている。 

③今後、いろいろな活動が可能となってくる中で、総領事館としても、ヒューストン日本商工会とさまざまな形で協力・連携

していきたいと思っている。引き続き、よろしくお願い申し上げる。 

 

 

３．旧年度役員・特命理事・委員長・部会長による年次報告 （酒井一宏 幹事） 

旧年度役員・特命理事・常設委員長・部会長及び事務局長による年次報告が行われた。 



 

４．新理事委員紹介（酒井一宏 幹事） 

本年度の理事委員会を構成するメンバーとして、名誉会長（総領事）、役員（7 名）、特命理事（4 名）、 常設委員長（6 名）、

常設部会長（5名）、事務局長の紹介があった。詳細は商工会ホームページ掲載の組織図参照。 

 

５．常任委員の選任報告（酒井一宏 幹事） 

商工会定款第四条第一項(d)号（2010年 8月度常任委員会において一部変更）に基づき、正団体会員の企業責任者 110

名を常任委員として選任することが報告された。 

 

６．要望書の提出について （酒井一宏 幹事） 

当会を代表し、川上会長より在ヒューストン日本国総領事館の佐川首席領事（総領事代理）宛に、「日本入国時の水際措

置の緩和に向けたお願い」として、要望書を提出こととなった。同書には、当地日系企業、日本人の円滑な活動を支援す

る為、下記の措置につき要望することを記載している。 

（１） ワクチン接種完了者を対象にした日本入国後の隔離期間の免除 

（２） ワクチン接種完了者を対象にした日本入国後の公共交通機関利用制限の撤廃 

（３） 外国人のワクチン接種完了者に対する入国承認、査証発給の再開 

（４） 日本政府承認のワクチンのみならず、CDC承認のワクチンを接種完了している人についても上記（１）、（２）、（３）の

対象とすること 

 

 

【懇親会】 

足元の状況を勘案し、ホテルを会場とした対面での開催は中止としたが、それに代わる場として、本日、Zoomの Breakout 

Roomを活用した懇親会を企画し、新理事メンバーとの交流の場を提供する運びとなった。懇親会には、30名が参加し、

20分の小グループ懇親会セッションを 2回実施した。 

 

 

以上。 

 

 

 

 

 

 

 


